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本実験13,易′口及グあヵロキ求じ街議表会r教修した「シールドセグメント|●作用する上圧に関
すう実験的所え」の織螺費難 ていぁるが,少この有え|`静lr毛―メントt主体にιてそた力・,カウ党の′=

島力に対する考紫研`不た分7・ぁったので,今 口l`上̀ し て軸ヵの絹友のよぃ́ に菱り丼ヶた。 ミょを

しこにして,今 この手なトンネレ,科夕|トンネルの実験結果を西睦倉討ιた。この麻丼′、え明ιF)と

ιたミιl`次の二っていある。

の手独 トンネ ,レφ潟 なの働iュ ニ と沐 手上工 係数 Kに つ ぃて.

の群'1トンネ,レド於 て,境 進 トンネルのメ tく島■ を全1夕た残冷 の先進 トンタルの主二か4Kり 、て。

め シ→ レド抜 ム晨●″ a鍋 こにっぃて。

2.実 験方去                              :‐   ‐

わ力1チ|たするあ の円高:`g裏 ― !1、示 してぁるが,老 夕・メ ントジ |こ,長 そ二月 かくするネ 響月

拓t軽ガ角,こ二っκ場|ったこのである。そ́ 二っの半円輌 蘭́にさιミ■4たァなミニゥム祇o和カ

多ずヶから針 豊主二 と衆 めた。鶴 ■ 主圧 Fi傷 鉤 上ス ι発 ぇ ,ぉ ぅか ぅ,月 局 ハ・層イ牲 2・あ るか,マ 膳

牲 でも ぅか卜 Jぅ 差 にあ Jク を ぃこの と晰 た ιた。 をあ'iミ の月 商 ニグ ロた して設置 すれ `ざ,三 島 的

沐手上圧ウ"卿之セネろ。実験方玖1`,上丘痢た用炒為iミ片ため高tiマ̈方(ヵ掃マタン角r″°
,撃校

4霜 ■壼 fι“ン ,Iゅ 多くヮめ,推 進様 プンールドと圧入 する。ノ にシ´ルド内の″ L車 り虫 した

薇トェttのネ撃口尚とシ´ルド内"婢 入する。ひずみメリた |`,先 進 トンネル氏クぃてのみ行 ぃ,売 進

ン‐ルド様 出しヒ晨,た 進 ンー ●ド推 進二皮摩〆晨cシ _"ド 薇 麟 じ二た についてて・ある。シー,・ド

薇出しな0ルの協tκクぃて,す,ぁういいゎF"辱ドルを・色線をglぃてぉく,シ´ルド抜麟L7Fkのク
繰 の孔れ五見た。
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a 実 験結果と緒論

の學ス トンネルの時の錯重荷■lt,物 夕4・ 理論・う得 ぅ■●薇 に進Иι.で あった。■のレヒ載緒

果をオ受つ表―′′、示ず
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の手猛 トンネルの勇心 のユ′か々・本着影l`,

メ 平上″條数 κ(3水 手荷■/針 重荷■ )′̀

チカ【̀ ●, 多郡Lり′ア̀″(夕ふ̀り掟‐2)z・′73,

そ‐イ' 7 ・́ .′/むありた。
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ン´,レト
・夕に “ ~  ジ ーl・ドタトエル “

の 主雑 り/●″″    め )土ねt,2蛉 ~

ψン学Jllトン外,レド於て,後 進シー,レド凛掟隆,抜

議し,彩 零 を食けた時の先進 トンネルの上ニケ

″に,學 な トンオルの場合の上ニタ4(ロ ーうて'

`同 じtの ,ス |●, ■よ こヽ´ものと考え,水

平ユFt僚数 Kε 彙イしてせ,■ の上Ft夕々7/7の主

揚 とた進 トンネルコlに薇 ウたものを考えると,

実験諸果と人略´致 ιた。図-4の に主義 薇́

々を,わ バタ験 かう舜 34た 0ゲ こ―メントロ

・率籠形のパ表イ珂を示す。4ι , ctκ 示さ4ろ

詢ゲモーメシトl■,旱 独 トンネル`ι ての種=

除ぃた繊〔 シールド推逍′抜力しだけにようし

のであら.
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ロー うこうの如 くlで考ぇうと矢勇員修采 ιどぃ´共 を示 ιた。

,上 な クト潤薇 争くκ‐′θO τち ,た 。寺か,僣 上九メ
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